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こ
の
電
子
書
籍
は
、
読
売
新
聞
奈
良
県
版
に
連
載
さ
れ
た
「
な
ら
の
手
仕
事
」
を
再
録
し
た
も
の
で
す
。
掲
載
日

は
各
回
に
記
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し
て
い
ま
す
。
文
中
の
肩
書
、
年
齢
、
商
品
の
価
格
な
ど
の
情
報
は
、
掲
載
時
の
も
の
で
す
。
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■
赤
膚
焼─

─

小
川
二
楽
（
大
和
郡
山
市
）

素
朴
さ 
自
然
体
で
生
み
出
す

　
利
便
性
や
経
済
性
が
優
先
さ
れ
る
な
か
、
暮
ら
し
に
根
付
い
た
昔
な
が
ら
の
手
仕
事
は
、
各
地
で
消
滅
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
の
地
で
、
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
技
を
紹
介
す
る
。

◇
◇
◇

　
回
転
す
る
ろ
く
ろ
の
上
に
置
か
れ
た
粘
土
の
塊
が
、
た
ち
ま
ち
茶
わ
ん
の
形
に
な
っ
て
い
く
。「
一
つ
一
つ
意
識
し

て
バ
ラ
バ
ラ
に
作
っ
て
い
る
。
同
じ
物
を
作
る
よ
り
大
変
で
す
ね
」。
大
和
郡
山
市
朝
日
町
の
赤あ

か

膚は
だ

焼
窯
元
「
小
川
二に

楽ら
く

」
の
小
川
一か

ず

雅ま
さ

さ
ん
（
67
）
は
、
そ
う
言
っ
て
笑
う
。

　
結
婚
式
の
引
き
出
物
と
し
て
湯
の
み
約
50
個
の
注
文
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
手
の
大
き
さ
は
一
人
一
人
違
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
合
う
も
の
を
選
ぶ
の
が
楽
し
い
。「『
あ
の
人
に
は
こ
れ
が
合
う
』
と
あ
れ
こ
れ
悩
ま
れ
て
い
た
。

ご
夫
婦
の
心
も
伝
わ
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
振
り
返
る
。



▶
㊤
一
つ
一
つ
大
き
さ
や
形
が
違
う
湯
の
み
／
㊦
「
窯
元
を
訪
れ
て
、
自
分
に
合
っ
た
焼
き
物
を
選
ん
で
ほ
し
い
」
と
語
る
小
川
さ
ん



　
赤
膚
焼
の
窯
元
は
奈
良
市
と
大
和
郡
山
市
に
６
軒
あ
り
、
自
身
は
明
治
時
代
に
創
業
し
た
窯
の
４
代
目
だ
。
研
究

会
を
２
０
０
１
年
に
設
け
、
事
務
局
長
と
し
て
最
新
の
知
見
で
歴
史
や
技
術
を
追
究
し
て
い
る
。
し
か
し
、
赤
膚
焼

の
名
前
の
由
来
や
歴
史
は
不
明
な
部
分
が
多
い
と
い
う
。

＊
こ
の
続
き
は
製
品
版
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。



読
売
新
聞
ア
ー
カ
イ
ブ
選
書

奈
良
の
手
仕
事

い
に
し
え
の
技
を
受
け
継
ぎ
、
未
来
へ
つ
な
ぐ

発
行
日
　
２
０
２
３
年
10
月
25
日

著
　
者
　
読
売
新
聞
大
阪
本
社
　
関
口
和
哉

発
行
者
　
村
岡
彰
敏

発
行
所
　
読
売
新
聞
東
京
本
社

　
　
　
　
〒
１
０
０―

８
０
５
５
　
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
１－

７－

１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://www.yom

iuri.co.jp/
©

 2023

　The Yom
iuri Shim

bun

本
作
品
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
無
断
で
複
製
、
転
載
、
改
竄
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
す
る
こ
と
、
お
よ
び
有
償
、
無
償
に
か
か
わ
ら
ず
、

本
デ
ー
タ
を
第
三
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。
な
お
個
人
利
用
の
目
的
で
あ
っ
て
も
、
コ
ピ
ー
ガ
ー
ド
を
解
除
し
て
の
複
製
は
、
法
律
で

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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